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今
回
の
「
が
ん
ば
る
フ
ァ
ー
マ
ー
」
は
ト
マ
ト
専
門
農

家
を
営
ん
で
お
ら
れ
る
前
田
農
園
を
取
材
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。    （

取
材
日 

令
和
７
年
３
月
30

日
）  

前
田
農
園
は
現
在
「
ト
マ
ト
専
門
農
家
」
と
し
て
、 

真
紗
子
さ
ん
、
奨
太
さ
ん
ご
夫
妻
を
中
心
に
、
ご
両

親
と
と
も
に
営
農
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

       
取
材
に
お
伺
い
し
た
時
に
ご
案
内
頂
い
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
は
奥
行
き
が
約

100

ｍ
も
あ
り
、
ま
ず
、
規
模
の

大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

ト
マ
ト
は
10

月
に
定
植
作
業
を
行
い
、
今
回
お
伺
い

し
た
時
に
は
初
め
の
収
穫
時
期
で
し
た
。
7

月
に
は

収
穫
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
収
穫
し
た
ば
か
り
の

ト
マ
ト
は
た
っ
ぷ
り
水
分
を
含
ん
で
瑞
々
し
く
、
色
も

つ
や
も
す
ば
ら
し
く
、
お
い
し
さ
を
目
だ
け
で
堪
能

で
き
そ
う
な
ト
マ
ト
で
し
た
。 

こ
の
ト
マ
ト
に
至
る
ま
で
に
は 

様
々
な
困
難
を
経
験
さ
れ 

乗
り
越
え
て
来
ら
れ
て
い
ま
す
。 

                  
 

                

土
中
の
細
菌
の
繁
殖
に
起
因
す
る
「
青
枯
れ
病
」

に
よ
り
、
実
が
成
熟
せ
ず
収
穫
に
至
ら
な
か
っ
た
事

や
「
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」
の
発
生
に
よ
り
葉
が
よ

じ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
事
例
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。 

害
虫
対
策
と
し
て
紫
外
線
カ
ッ
ト
の
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、現
在
の
状
態
を
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。 

        

ま
た
、
株
を
ま
っ
す
ぐ
垂
直
に
育
て
る
の
で
は
な
く

斜
め
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
実
の
収
穫
量
を

増
や
す
、
と
い
っ
た
栽
培
方
法
も
と
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。 

近
年
、
夏
季
の
異
常
な
気
温
上
昇
に
よ
り
、
ト
マ
ト

だ
け
で
の
年
間
栽
培
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、夏
季

は
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
ハ
ウ
ス

の
年
間
活
用
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
取
材
に
お
伺
い
し
、
若
い
真
紗
子
さ
ん
、
奨
太

さ
ん
ご
夫
妻
の
ト
マ
ト
に
か
け
る
情
熱
と
愛
情
を

言
葉
の
端
々
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
の
ご
活
躍
に
胸
が
躍
る
想
い
が 

し
ま
す
。 

    

 
 
 

新 

 No,11 

前田農園  
トマトのビニールハウス 
奥行は約 100ｍ 

ナスにトマトを接ぎ木 
している部分 

そ
の
ほ
か
ナ
ス
に
ト
マ

ト
を
接
ぎ
木
し
、
細
い

ナ
ス
の
根
か
ら
の
養

分
の
吸
い
上
げ
を
抑

制
す
る
こ
と
で
ト
マ
ト

を
ゆ
っ
く
り
と
成
長

さ
せ
収
穫
期
の
調
整

を
す
る
こ
と
も
。 

収穫したトマト 
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昨
年
度
の
モ
デ
ル
圃
場
は
北
村
町
の
遊
休
農
地
で

す
。
昨
年
９
月
に
雑
草
の
除
去
・
整
備
・
耕
起
を
行

い
、
玉
ね
ぎ
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
が
残
念
な
が

ら
害
獣
被
害
に
遭
い
収
穫
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
で

し
た
。改
め
て
今
年
３
月
に
数
種
類
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
植
え
、４
月
に
は
「
芽
欠
き
」
を
行
い
、６
月
に
無

事
100

キ
ロ
以
上
の
芋
を
収
穫
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

例
年
は
近
隣
の
小
学
校
や
幼
稚
園
、
障

が
い
者
福
祉
施
設
に
声
を
か
け
、
収
穫
体
験
の
後

収
穫
作
物
を
持
ち
帰
っ
て
頂
い
て
い
た
の
で
す
が

今
回
は
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
奈
良
（
奈
良
市
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事

業
に
つ
い
て
は
※
へ
）
」
へ
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

遊
休
農
地
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
活
動

を
通
じ
て
新
た
な
担
い
手
組
織
の
創
設
や
地
域
・

集
落
の
共
同
活
動
や
農
地
集
積
・
集
約
化
な
ど
に

よ
り
遊
休
農
地
の
解
消
・
発
生
防
止
に
繋
げ
て
行

く
こ
と
を
目
標
に
、
今
後
も
活
動
を
続
け
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

      

奈
良
市
農
業
委
員
会 

第
２
部
門
一
同 

 

 

 

             

年
々
増
加
の
一
途
を
辿
る
遊
休
農
地
で
す
が
、

遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
こ
と
は
農

業
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
問
題
で
は
な
く
、
地
域
全

体
の
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

農
地
の
減
少
に
伴
い
食
料
自
給
率
の
低
下
や
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
、
管
理
の
粗
放
化
に
伴
う
病
害
虫
や

雑
草
・
外
来
動
植
物
の
繁
殖
、
周
辺
地
域
へ
の
悪

影
響
や
自
然
災
害
時
の
リ
ス
ク
の
増
加
な
ど
課
題

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。 

奈
良
市
農
業
委
員
会
で
は
遊
休
農
地
発
生
の
抑

止
と
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
地
域
を
変
え
て
遊
休
農
地
を
再
び
農
地
に

す
べ
く
耕
起
し
、
野
菜
や
草
花
を
植
え
、
遊
休
農

地
解
消
の
モ
デ
ル
事
業
と
す
べ
く
委
員
自
ら
耕
作

に
取
り
組
む
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

          

 

６月に収穫したじゃがいも 

※
奈
良
市
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
と
は 

奈
良
市
で
は
様
々
な
理
由
で
市
場
に
流
通
で
き
な
い

食
品
を
企
業
や
個
人
か
ら
寄
付
し
て
頂
き
、
ひ
と
り
親

家
庭
や
子
育
て
を
し
て
い
る
生
活
困
窮
家
庭
、
ま
た
は

市
内
の
子
ど
も
食
堂
等
に
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す 

 
じゃがいもの 

植付けのようす 

 
収穫した 

じゃがいも 

 

＊フードバンク奈良にて＊ 

収穫したジャガイモを 

約８０キロお渡ししました 
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令
和
６
年
度
に
お
こ
な
い
ま
し
た
「
農
業
・
農
産
物
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
皆
様
よ
り
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
、
「
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」
「
遊
休

農
地
・
放
棄
地
対
策
」
「
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
」
と

い
う
問
題
に
対
応
す
べ
く
、
奈
良
市
で
以
下
の
事
業
に

よ
り
課
題
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

《
お
問
合
せ
先 
： 

奈
良
市
役
所 

農
政
課
》 

【
担
い
手
の
確
保
・育
成
支
援
】 

① 

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
補
助
事
業 

ICT

・
IOT

・
AI

等
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

の
導
入
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

② 

就
農
促
進
ツ
ア
ー 

就
農
に
興
味
を
持
つ
方
を
対
象
に
圃
場
訪
問
と
先

輩
農
家
と
の
交
流
を
行
う
ツ
ア
ー 

③ 

な
ら
農
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ア
カ
デ
ミ
ー 

経
営
改
善
と
販
路
拡
大
の
２
講
座(

予
定
）
を
開
催
、

経
営
環
境
の
改
善
に
取
り
組
み
効
率
化
や
売
上
ア
ッ

プ
を
目
指
し
ま
す
。 

④ 

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業
（
国
事
業
） 

〈
経
営
開
始
資
金
〉
就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
支
援

す
る
資
金
（
３
年
以
内
）
を
交
付
す
る
事
業 

〈
経
営
発
展
支
援
〉
認
定
新
規
就
農
者
に
対
し
機
械
・

施
設
等
の
導
入
を
支
援
す
る
事
業 

⑤ 

農
地
利
用
効
率
化
支
援
事
業
（
国
事
業
） 

地
域
が
目
指
す
べ
き
将
来
の
集
約
化
に
向
け
経
営

改
善
に
取
り
組
む
場
合
、
必
要
な
機
械
・
施
設
の
導

入
を
支
援
す
る
事
業 

⑥ 

集
落
営
農
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
促
進
事
業 

（
国
事
業
） 

営
農
の
活
性
化
に
向
け
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
・
人
材
確

保
・
新
た
な
作
物
の
導
入
等
の
取
組
を
支
援
す
る

事
業 

【
遊
休
農
地
発
生
防
止
・解
消
対
策
】 

市
民
農
園
開
設
補
助
事
業 

生
産
緑
地
に
お
け
る
市
民
農
園
開
設
者
に
対
し
、

整
備
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

【
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
】 

※
奈
良
県
担
当
課
と
情
報
共
有
を
図
り
、
県
が
設

置
す
る
「
鹿
苑
の
あ
り
方
検
討
部
会
」
等
に
よ
る

農
作
物
被
害
対
策
の
検
討
に
関
す
る
議
論
に
市

と
し
て
引
き
続
き
参
加
し
、
今
年
度
か
ら
は
県
と

市
で
シ
カ
の
侵
入
防
止
対
策
の
た
め
の
協
議
の

場
を
設
け
て
い
ま
す
。 

※
都

・
月
ヶ
瀬
地
区
以
外
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、

「
奈
良
市
ニ
ホ
ン
ジ
カ
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計

画
に
基
づ
き
、
昨
年
度
は

225

頭
だ
っ
た
捕
獲
上

限
頭
数
を
、
今
年
度
は

450

頭
を
捕
獲
上
限
と
し

て
設
定
し
、
農
林
業
被
害
の
低
減
を
図
っ
て
ゆ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
定
の
被
害

低
減
が
見
ら
れ
る
か
注
視
し
て
い
き
ま
す
。 

※
奈
良
市
有
害
獣
防
除
施
設
設
置
事
業
補
助
金
の

補
助
率
の
一
部
拡
充 

※
奈
良
市
有
害
獣
捕
獲
駆
除
奨
励
補
助
金
の
予
算

措
置
の
拡
充 

 

  

多

く

の

ご

意

見

を

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た 

農 業 委 員 ・ 推 進 委 員 の 声 

 

 

 

 

 
私
が
担
当
し
て
い
る
東
部
山
間
地
区
は
、
高
齢
化
が

進
ん
だ
結
果
、
遊
休
農
地
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
解
消
に
向
け
て
遊
休
農
地
所
有
者
（
出
し
手
）

と
耕
作
可
能
な
方
（
受
け
手
）
を
繋
ぐ
活
動
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
遊
休
農
地
解
消
活
動
と
し
て
奈

良
市
北
村
町
で
玉
ね
ぎ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
栽
培
し
ま

し
た
。
玉
ね
ぎ
は
猿
の
被
害
で
全
滅
し
ま
し
た
が
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
は
6

月
17

日
に
収
穫
作
業
を
行
う
事
が

で
き
ま
し
た
。 

農
業
委
員
と
し
て
遊
休
農
地
解
消
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、ほ
と
ん
ど
が
兼
業
農
家
で
厳
し
い
条
件
で
水

稲
栽
培
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
栽
培
さ
れ
て
い
る

方
が
高
齢
に
な
り
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
な
状

況
の
中
、
長
年
米
価
が
据
え
置
き
で
赤
字
運
営
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
年
で
栽
培
に
対
す
る
経
費
が
高

騰
し
経
営
が
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
奈

良
県
で
は
小
規
模
農
家
の
グ
ル
ー
プ
化
を
進
め
る
中

で
、
支
援
を
し
て
頂
く
新
し
い
制
度
が
で
き
、
こ
れ
を

活
用
す
る
事
で
少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
微
力
で

す
が
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 窪田  弘 委員 

（矢田原町） 

農業委員 

今  義嗣 委員 

（中ノ川町） 

推進委員 
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令
和
６
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
農
業
者
の
皆
様
及
び

消
費
者
で
あ
る
市
民
の
方
々
を
対
象
に
個
別
実
施
し
、
ご
回

答
頂
い
た
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
紙
面
の
都
合
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
） 

問
(1)

【
回
答
者
の
内
訳
】
回
答
総
数

500

名 

専
業
農
家

201

名
（
40

％
）
兼
業
農
家

150

名
（
30

％
） 

農
地
の
み
所
有
89

名
（
18

％
）
そ
の
他
60

名
（
12

％
） 

問
⑵
【
経
営
状
況
】 

 
 

専
業
・
兼
業
農
家
の
う
ち
64

％
は
家
族
経
営
で
、
う
ち
半

数
近
く
の
方
が
、後
継
者
が
い
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。 

問
⑶
【
農
地
の
利
用
状
況
】 

 
 

現
状
、
自
己
所
有
で
耕
作
し
て
い
る
、

331

名
の
う
ち
今
後

も
自
己
所
有
で
耕
作
を
継
続
す
る
と
回
答
さ
れ
た
方
は
、

272

名
で
し
た
。 

問
⑷
【
農
地
の
主
な
状
況
】 

 
 

農
地
を
現
状
ど
の
よ
う
に
耕
作
さ
れ
て
い
る
か 

 
 

す
べ
て
貸
し
付
け
て
い
る
25

％
、 

農
地
の
一
部
を
貸
し
付
け
て
い
る
20

％
、 

約
半
数
の
方
が
、
ご
自
身
で
耕
作
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
果

で
し
た
。 

問
(5)

【
鳥
獣
被
害
の
状
況
】 

 
 

（
鳥
獣
被
害
の
有
無
） 

有
55

％
、
無
45

％ 

※
特
に
、
山
間
地
域
で
は
、
85

％
の
方
が
、
被
害
が
有
る
と

の
回
答
で
し
た
。 

 

（
加
害
動
物
）
水
稲
を
例
に
統
計
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、 

 
 

シ
カ
41

％ 

猪
39

％ 

そ
の
他
20

％ 

 

※
近
年
、シ
カ
に
よ
る
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

問
⑹
【
鳥
獣
被
害
対
策
の
、今
後
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
】 

  

行
政
主
体
28

％
、防
除
施
設
補
助
22

％
、 

捕
獲
16

％
、耕
作
放
棄
地
対
策
16

％
、そ
の
他
34

％ 

問
⑺
【
農
産
物
の
購
入
に
つ
い
て
】 

 

・米 
  

自
家
生
産
60

％ 

農
家
か
ら
23

％ 

 

・野
菜 

ス
ー
パ
ー
42

％ 

自
家
生
産
33

％ 

 

・茶 
  

ス
ー
パ
ー
45

％ 

農
家
か
ら
15

％ 

 

・果
物 

ス
ー
パ
ー
56

％ 

直
売
所 

19

％ 

問
⑻
【
地
産
地
消
へ
の
意
識
】 

・奈
良
市
産
を
購
入
27

％  

・
価
格
優
先
29

％ 

 

・生
産
者
・国
産
18

％ 

な
ど 

問
⑼
【
地
産
地
消
に
つ
な
げ
る
に
は
】 

 
・店
舗
拡
充 

35

％ 

 

・奈
良
市
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化 

26

％ 

 

・直
売
所
新
設 

13

％ 

な
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
抜
粋
） 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
、
農
業
を
衰

退
さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
と
し
て
、
農
地
の
有
効
活
用
、
担

い
手
育
成
・
支
援
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
有
害
鳥
獣
対

策
、価
格
と
品
質
の
安
定
化
、農
業
の
魅
力
発
信
及
び
販
路

の
拡
大
を
望
ま
れ
る
多
数
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

※
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
P4

に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す 

 

令
和
６
年
度  

農
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

農
地
は
無
断
転
用
で
き
ま
せ
ん 

＊
農
地
に
住
宅
等
の
建
物
を
建
て
る
場
合 

＊
農
地
を
資
材
置
き
場
や
駐
車
場
に
す
る
場
合 

＊
一
定
規
模
以
上
の
農
地
造
成
を
行
う
場
合 

＊
農
地
転
用
す
る
た
め
に
農
地
を
譲
渡
す
る
場
合 

農
地
転
用
許
可
申
請
（
農
地
法
第
４
条
・
第
５

条
）
が
必
要
で
す 

（
市
街
化
区
域
内
農
地
の
転
用
は
農
業
委
員
会
へ
の
届

出
が
必
要
で
す
） 

【
農
業
委
員
会
事
務
局 

農
地
係
】 

         

０
７
４
２
（
３
４
）
４
７
７
６
（
直
通
） 

  

① 

若
い
農
業
者
が
加
入
し
や
す
い
よ
う
に 

保
険
料
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た 

＊
35

歳
未
満
の
方
で
、
認
定
農
業
者
に
該
当
し
な

い
・
青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
、
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
は
、
月
額
１
万
円
か
ら
加
入
で
き
ま
す 

② 

農
業
者
年
金
の
加
入
可
能
年
齢
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た 

＊
農
業
に
従
事
し
、
国
民
年
金
加
入
者
で
20

歳
以

上
65

歳
ま
で
加
入
で
き
ま
す 

③ 

農
業
者
年
金
の
受
給
開
始
時
期
を
ご
自
身

で
選
択
で
き
ま
す 

＊
農
業
者
老
齢
年
金
：
65

歳
以
上
75

歳
未
満 

特
例
付
加
年
金
：
65

歳
以
上 

＊
お
問
い
合
わ
せ
＊ 

（
独
）
農
業
者
年
金
業
務
部 

適
用
・
収
納
課 

 

電
話 

０
３
（
５
９
１
９
）
０
３
３
５ 

令
和
４
年
に
農
業
者
年
金
制
度
が 

改
正
さ
れ
ま
し
た 
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奈良市農業委員会は、農地法第30条第1項の規定に基づき、 

毎年 市内全域で農地の利用状況の調査を行い、 

農地が適切に耕作・管理されているかどうかの調査を実施しています。 

農業委員・農地利用最適化推進委員・農業委員会事務局員が 

農地に立ち入ることがございますので、 

皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。 

遊休農地となっていると判断された農地につきましては 

調査結果の整理後、所有者の方に 

今後の利用意向についての調査を行う予定です。 

 

《実施予定》 
令和7年8月～11月頃 

               

              

                           

                           

 

 
                              

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

 
 

耕作していない農地について 

雑草等の生い茂りで困っているといった苦情

が寄せられています。  

農地は、荒れると その復元に困難を伴うばか

りでなく、病害虫の発生により 周辺の営農を

阻害し、さらに地域全体の農地の利用に重

大な悪影響を及ぼすことになります。 

所有者の方は、定期的に 

雑草を刈るなど適正な管理を 

お願いいたします。 

 

といった苦情や問い合わせが多く寄せられています。 

野焼きは、一部の例外を除き法律で禁止されており農業を営むためにやむ

を得ないものとして行われる、稲わら・もみ殻・畔の草等の焼却は「廃棄物の

処理及び清掃に関する法律第 16 条の２」の例外として認められています

が、周辺住民への配慮、火災予防の徹底に努める必要があります。 

やむを得ず野焼きをする場合は 

＊防火用水を準備し、確実に消火した事を確認する。 

＊住宅地では、近隣住民の方に迷惑となる野焼きは自粛する。 

など、近くの住民の方々に迷惑がかからないよう 

周囲への影響に十分配慮して行ってください。 

    

奈
良
市
農
業
委
員
会 

第
３
部
門 

               

農
業
委
員     

大 

木   

博 

 

私
の
住
む
富
雄
・学
園
前
の
西
部
地
区
は
、昭
和
30

年
代

か
ら
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
山
林
や
池
、農
地
が
宅

地
化
さ
れ
、土
地
改
良
は
行
わ
れ
ず
、一
反
に
満
た
な
い
土

地
を
、一
生
懸
命
に
富
雄
川
、古
く
は
【
富
の
小
川
】
と
呼

ば
れ
た
水
を
ダ
ム
で
堰
き
止
め
、田
ん
ぼ
に
引
き
込
ん
で

水
稲
「
ひ
の
ひ
か
り
」
を
作
付
け
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
ま

す
。兼
業
農
家
と
言
っ
て
も
、仕
事
を
定
年
退
職
し
て
い
る

高
齢
者
が
大
半
で
、土
地
を
守
り
な
が
ら
農
業
を
続
け
て

い
る
の
で
、後
継
者
問
題
、遊
休
農
地
、高
騰
す
る
農
業
機

械
・肥
料
・農
薬
に
頭
を
抱
え
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、奈
良
市
内
大
半
を
占
め
る
こ
の
中

小
農
家
の
支
援
が
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
、本
誌
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
「
が
ん
ば
る
フ
ァ

ー
マ
ー
」
の
前
田
農
園
の
皆
様
は
、米
作
り
の
他
に

ト
マ
ト
を
栽
培
さ
れ
て
お
り
、「
買
っ
て
下
さ
っ
た

皆
さ
ん
が
「
お
い
し
い
！
」
と
笑
顔
に
な
っ
て
く
だ

さ
る
事
を
目
標
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、表

紙
を
飾
っ
て
い
る
ご
家
族
皆
様
の
笑
顔
を
見
て
い

た
だ
け
ば
十
分
に
ご
理
解
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。 

農
家
は
「
食
」
を
提
供
す
る
職
業
で
す
。 

手
間
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど
、た
く
さ
ん
の
方
に
笑
顔

に
な
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

私
達
農
業
委
員
会
も
、農
家
の
皆
様
の 

笑
顔
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
、 

こ
れ
か
ら
も
精
一
杯 

頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
き 

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。         

 

全国農業新聞は 経営とくらしに役立つ 

農業総合専門誌です。 
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